




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































オ大学の「フィリピン文化研究所」（Institute for Philippine Culture）の客員研究員
にしていただいた。しかし、調査地の選定から手続きまでを自分一人でやらなけれ
ばならない。最初の頃はフィリピンの事情がよくわからず右往左往した。ヴィザ
の更新に書類を出しに行ったとき、担当官は “OK, I can help you. But I think you 
can help me.” と言われた。私は何のことかわからず、そのまま帰ってきたが、友
































































































































































































































（Income Generation Program）が脚光を浴びたことがあった。次いでOVOP（One 
Village One Product：一村一品運動）が日本の発の開発手法として、世界各国に導
入された。同じように日本の生活改善運動がとりあげられたこともある。最近では































（原著　“Revolutions in Development Inquiry” 2008）
マリノフスキー、ブロニスワフ
1967『西太平洋の遠洋航海者』泉誠一、増田義郎編訳　世界の名著（59）中央公論社
（原著　“Argonauts of the Western Pacific” 1922）
ミード、マーガレット
1976『サモアの思春期』畑中幸子、山本真鳥共訳　蒼樹書房
































































1991 “Fatalism and Development” Calcutta
66
結　城　史　隆
